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西洋度量衡 の 受容 （3） 1

橋　本　萬　平
＊i

8　 帆足万里の 『窮理通』

　帆足万 里 は 、筑後 の 特異な哲学者三 浦梅園 の

唱え る 自然界の 変化 、運営 を説明す る 説、條理

学 を梅 園の 弟子脇蘭室 よ り受 けて 、そ れ を理解

し易い 解説の 書 『窮 理通』 の 初稿 を書い た の は

文化 7 年 （1810） で 、彼の 33 才の 若年の 頃で

あ っ た 。然 し彼 は 自分の 自然 に対す る 理解の 不

足 を痛感 して 自著の 不備 を知 り、そ の 稿を破棄

して しま っ た の で 、当初の 彼の 思考 を知 る術は

全 くな い 。恐 らく万 里 は、西洋理 学 に就て の す

ぐれ た著書で ある志筑忠雄 の 『暦象新書』 を写

本で 読んで 、自分の 知識の 狭小な 事を 自覚 した

為で あろ う。

　そ こ で 彼は一念発起 し 、 自ら西 洋の 科学書を

原書で 読ん で 、自然界の 真姿を知る 為 に 蘭語 の

勉強 を始め た 。40 余歳 の 頃で ある とい う 。 勿

論 当時 は万里 の 周辺 には蘭 語の 先生はお らず又

適 当な参考書もなか っ たの で 、僅か一部の 不 完

全な字書 （『訳鍵』） によ る 独学で あ っ た 。そ の

結果 ミ ュ ツセ ンブ ロ ッ クの物理 書ラ ラ ン デの 天

文書を始め として i3 冊 の蘭書 に 目を通 し、西

洋の 理 学の大要 を知 りそ の 知識によ り書き 上 げ

た の が天保 7 年 （1836） の 改稿 『窮理通』 で あ

る 。参考 に した の は主 と し て ミ ュ ツ セ ン ブ ロ ッ

ク の 本で あるが 、万 里 が何 故 こ の 本を入手 し こ

れを中心に勉強 した の か わ か らな い 。

　当然西 洋 の 理学書 を読み 自然 現象を正確 に理

解する に は、どう して も西洋 度量衡の 事を知 ら

ねばな らない 。特 に精密科 学で あ る物理学 を勉

強する に は 、西洋度量衡 の 知 識が な けれ ばな ら

ない 。 万里 は この事 を非常 に気に して い た。『窮

理通 』 の 一部 分 の 刊 本を 出版 した 万 里 の 高弟岡

松 辰 （甕 谷 ） は そ の 本 の 題 言 の 中 で

　 先生弟子 ノ数ヲ習フ者 二 命 ジテ 西 洋各国 ノ度

衡表ヲ作 リ巻尾 二 附ス と書き、加えて

　然 レ ドモ 表ヲ作ル時未 ダ西 尺 ヲ得 ズ。其本邦

ノ曲尺 ヲ 以 テ算定ス ル、或ハ 差無キ 能ハ ズ。五

星表及 ビ南北平度表 ヲ本邦里法 ヲ以 テ算定ス ル

ニ 至 リテ ハ 先生其 ノ謬有ル ヲ虞 リ、嘗テ命 ジテ

刪去セ シ ム 。

　 と い う有様で あ っ た 。従 っ て こ の 『窮理 通 』

の度量 衡表は西洋度量衡の 受容 には あま り重要

な 文字で はな い。

　巻末 にあ るそ の 題 は 「西洋各国度 量衡表」 と

あるが ．内容 は度 と衡だ けで あり量はな い 。 先

ず最初 に長 さの 単位の 元 （度原） と して 脈杜児

（メー トル） を、赤道か ら北極ま で の 子午線の

千万分の
一

として い るが 、そ れ に相 当する 本邦

の 曲尺 の 長 さ は 3 尺 6 寸 零 3 厘 482724 と して

い る 。こ の 数字は どこ か ら持 っ て きた の か わか

らない 。又衡の 単位 の 元 と して 、100 分 の 1 メ

ー
トル 立方 、 摂氏 22 度 の 蒸溜水の重 さを と っ

て 1 曷刺謨 （グラム） と して い る。更 に こ の 重

さ に 対 し て 黄金 は 19．2582 倍で あ る と して

　黄金方寸 1 重積 140銭 ハ 即チ本邦 ノ 9分 4 厘

2 毛 二 当ル

と書い て あるが、筆者に は こ の 意 味が 理解で き

な い 。次 に 各国 の 1脚 （ブ ー
ト） の 長さ と メ

ー

トル 並 に 日本の 曲尺 と の 関係が示 され て い る 。

例 えば
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　　 1脈杜児 当

　法礼斯　 3 脚 0784440　 1 脚は （本邦曲尺） 1

尺 1寸 7 分 055275に 当る。

　 こ の 場合 の メ
ー トル は上記の 曲尺 に よる誤 っ

た長さを使 っ て 計算 して い る。

　 こ の 様に種々 の 国 の 1 脚に相 当す る曲尺 の 長

さ を書 い て い るが 、そ の 国名の す べ て が漢字で

あ り筆 者に は現代 の どの 国 に相当す るの か殆 ど

わ か らな い 。

　次 に 「法礼斯百葉尓蓮」 に対す る 各国 の 長 さ

の 単位 と の 関 係、並に本邦曲尺 と の 対応 が次の

様 に書か れ て い る。

　　曷建 （葉尓蓮） 177 箇 913 （当 度原） 667

　　 　　　　箇 7501 葉尓蓮 （当本 邦曲尺 ） i

　　 　　　　丈 3尺 5寸 2分 47317

　こ の 関係も筆者 に は理 解が で きな い 。

　次 は衡で あ るが次の様 に書か れ て い る。

　　法 礼斯　 100封度 （16捻斯 を以 て 1封度 と

　　　　　 為す） 1 封度は本邦 126 銭 7 分 2

　　 　　　 厘 1毛 2 糸 672

　　曷　建　 104 封度 4554　 1 封度は本邦 121

　　 　　　 銭 3分 1厘 6 毛 1絲 4756 に 当る 。

　 これ は フ ランス の 100 封度 に対す る他 の 国 の

単位の 封度数 を示 し、そ れ に よ っ て 各国 1 封度

に 対する 日本の 重 さを算 出 して い る の で ある 。

基準 となる フ ラ ン ス の 1 封度 に相当する 日本の

重 さは何に よっ て 求めた の か不明で ある 。こ の

様 に し て 極め て 多 く の 国 を取 り上げて い る が 、

その 多 くは 日本 との 関係が な く従 っ て 西洋度量

衡の 受容 には役に 立た ない と思われ る。

　 ある科学史家は こ の 表 に つ い て

　　附録 と し て 収め て ある 西洋各国度量 衡表は

　細密 な も の で あ っ て 、著者の 緻密 と博捜が知

　 られ る の で ある。

と誉め て い るが、桁数を多 く書い て い る のが必

ず し も緻密な 性格 と も云 え な い し、却 っ て 著者

の 数値の 取 り扱い の 無知 をあ らわ して い る の で

ある 。こ の 評者は表を詳 しく検討 した結 果 の 言

葉 で はな い 様 で あ る。

　 尚こ の 『窮理 通 』 の 書誌 並 に 内容の 解 説 は、

別 の 機会 に 行 う つ も りで あ る 。

9　広瀬元恭の r理学提要』

　西洋度量衡 の換算 を必 要 とした の は 、医家の

他に物理 学関係者で あ っ た 。日本 最初 の 系統 的

な物理 学 の 本 『理 学提要』 を書い た蘭医広瀬元

恭も 、自著を理解 させ る に は度量衡の 知識が 必

要で あ る と知 っ て 、彼 の 著書の 始 め に題言 と し

て西 洋度量衡の 換算 を示 し て い る 。但 し彼 は自

分は算数 の 事が 十分わ か らない の で 、大阪の 算

学者福田 士銭 に依頼 し て こ の 表を作 っ て も ら っ

て い る。従 っ て こ の 本 に示 され た換算は福 田士

銭の 見解で ある 。当時大阪 には福 田金塘 、同理

軒の 兄弟の 有名な算家が い たが、こ の 士 銭は弟

の 理 軒で あ る。

　先ず使用 日本尺 は念仏尺 を用 い 会尓 （メ ー
ト

ル） を決定 して基準 として い る。会尓 の 長 さ を

3 尺 2 寸 9 分 5 厘 08拂 と して い るが 、こ の 数

値は どこ か ら求めた の か わか らな い 。地 球の 子

午線の 四 千万 分の 一を会尓 として い るが、地球

の 子午線の 1 度 を 28 里 2 分 とした伊能忠敬の

値に もよ っ て い な い 。 又洪庵の メ
ー トル 尺 の 実

測 とも違 っ て い る 。 こ の 長さを基 に して

　　罕 　 　 5 合 5夕 1才 8766 弱

　　封度 　 268銭 3分 2厘 3毛 7拂 7強

を求め他 の 容積、重 さ の 単位 を定め て い る。但

し 1升＝64827立 方分 、1寸立 方の 水の 重 さ は 7．5

匁と し て い る。従 っ て 今ま で に知 られ て い る そ

れ ら の 値 と若干 の 差 が ある。

　其他

　　新制薬品ノ秤 量

　　旧制液 料ノ容器

　　旧制雑貨秤量

　　旧制薬品秤量

　　独 乙 （ドイ ツ ）旧制秤量

　　亜 謨 （ア ム ス ） 旧制尺度

　　列 印 （レイ ン）旧制尺度

　　呉魯 （コ ロ ）旧制尺度

　　把礼斯 （ハ レ イ ス ）旧制尺度

　　独 乙 （ドイ ツ ）旧制尺度
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　　各国旧 制迷尓 （メー トル ）

等の 多 くの 単位 に つ い て 詳 し い 桁数の 多 い 換算

の 数値が 挙 げられ て い る 。然 し現実 に原書、或

は 訳本 を読む時 どれ だ け役に立 つ か 疑問で ある。

　 こ の 本に は
　 　 　 マ マ
　　右子 銭算定 ス ル所 是其ノ大畧也。其詳ナ ル

　子銭別ッ ニ 量度 ノ書ア リ。宜 シク参照 ス ベ シ。

　 と書い て あ る が、士銭の そ の 書が どんな も の

で ある か筆者 は知 らない 。

10　青山幸哉の r西洋度量考』

　 上述の 様に幾人 も の 人が 西洋度量衡 に 関心 を

持ち換算の 本 を書い たが 、それ ま で （安政 2年）

に知 られ た 普遍的な も の はす べ て 写本 の ままで

あ り刊行 されな か っ た。こ れ を不便に 思 っ た美

濃郡 上城主 青山幸哉 （ゆ きちか 『郡 上八 幡町史』

に は ゆきしげ）が 、今迄 に知 られ て い る西洋度

量衡 関係の 語彙 を集めて 印刷 出版 を した の が安

政 2 年 （1855） であ り、そ の 標題 は 『西洋度量

考』 と い う。美濃本で
一巻一冊で ある。

　 青山幸哉 は丹波篠 山藩主青山忠裕 の 子 と して

文化 12 年 （1815） に生 れ、郡上城主青山幸礼

の 養嗣子 とな っ た 。篠山 に在 住中、同藩の 医師

足立栄建に 蘭学 を教 え られ た 。栄建 は号を櫟亭

とい い 大垣藩の 江 沢 春樹の 子 で あ り、蘭学 の 大

家宇 田川榕庵の 弟 で ある。養父足立 長雋が 篠山

藩主 に招か れ たの で 、栄建 も共に篠山に移 り青

山幸哉 と の 関係が 生じた訳で ある。郡 上城 に移

っ て 後 も幸哉は続 い て蘭学 を勉強 した が 、西 洋

度量衡 の 換算の 刊本が無 い の を残念 に思 い 、自

分 の 知識 の 範囲で 編纂著述 を し出版 し よ う と考

え た。彼の 『西洋度量考』 の 例 言に よる と、彼

の 書庫 に は 『度量 考』 と題の ある写本が一冊あ

り、西 洋 炮術 、兵学の 本 を読むの に 非常 に役 に

立 っ た。 こ の 写 本 には著者名はない が長崎訳官

の 書い た もので あろ うと推察 して い る。然 し内

容 は 旧制の度量 衡を書い て い る の で 、最近の 書

物 に 見 られ る新制 の 度 量 衡の 事を増補 し、加 え

て 自説 を 附 して 上梓 し た と ある。

　 こ の 元 か らあ っ た著 者不明の 『度量考』 は、

志 筑忠雄原著、馬場佐十郎補校の 写本 と一般 に

推定 され て い る 。
『西洋度量考』 の 本文 に は、

こ の 著者 不明の 写本 から引用 した所は 「原云 」

と して い る が 、こ の 所か らで も原本は中野 ・馬

場本で ある 事が 明 らかで ある 。 然 し何故著者不

明と した かが 疑問で ある 。現在残存 し て い る こ

の 『度量考』 の すべ て の 写本 に は、巻頭 に 中野

柳圃原著 、馬場轂里補校の 事 を誌 した例言が付

け られてお り、著者不 明と い うの は理 解で き な

い 。青山幸哉所持 の 写本に こ の 頃 を欠 い て い た

の で あろ うか。

　 又 こ の 本 の 例言 に は

　　晩近 ノ諸書 二 散見 ス ル者 ヲ摘 出シテ各條二

　 増補 シ

とある が 、殆 どす べ て の 語彙は宇田川 榕庵の 『西

洋度量考』 の 引き写 しで あ り、自分で 探 し出 し

た も の は全 くな い とい っ て もよ い 。何故 こ の 事

を明記 しなか っ たの か、又榕庵の 本の 題 名を そ

の ま ま借用 した の か併せ て不 思 議で ある。

　榕庵本は頭文字 が 同 じ語彙 を集 め雑然 と並べ 、

そ の 間 に何 等 の 規則 もない の に 反 して、青山本

はす べ て の 文字 を見較 べ て 、す べ て をアル フ ァ

ベ ッ ト順 に 配 列 し て い る。 こ れ だ けが 新 し い 試

みで ある。

　要す る に 青山本 はよ い参考 には なる が 、新 し

い 著書 と い う事はで き な い と考え る 。 然 し こ の

本が刊本 と な っ た 事は 、多 く の 人 に役立 っ たで

あろ う。

11　杉 田成卿の r遠西秤量尺 度考』

　 こ の 本に つ い て 『国書総 目録』 に は

　　1冊 （類） 度量衡 　（著）杉 田成卿

　　 （成） 天保年間　　　（写 ）静嘉

　 とあ る。本 には著者名はな い が 中に 「楳里訳 」

の 語が ある か ら杉田成卿の著書 と推定 され て い

る 。

　始め の 所 は文政 5 年 （1822）出 版 され た 『遠

西医 方 名物考』 の 凡 例の 、宇 田川 榕庵筆 の 部 分

をそ の ま ま書き写 して い る 。唯最後の
．一項 目 「麻

篤 」 だけが 前者 に な い も の で あ る。
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　次 の 「度量考 」 以下は 、『遠 西 医 方 名物考 補

遺』の 中の 緒方洪庵が撰 した 度量衡関係 の 所を 、

これ又 そ の まま書き写 し て い る 。 但 し洪庵は測

定に使 っ た物指を念仏尺 として い る の に 、こ の

本で は そ こ を享保 尺と書 き替えて い る。如何な

る理 由が あ る の で あろ うか 。 使用 尺 が違え ば測

定結果 も異 る で あろ うが ，それ を無視 して い る

の は念仏尺 と享保尺は同 じ長 さ と認 めて い る の

で あろ うか 。 成卿 自身が享保尺 を使 っ て 実測 し

た とは考 え られ ない 。 洪 庵の 文 はす べ て をそ の

まま写 して 終 っ て い る。

　次は 「西洋新旧度量比較表」 で あ る。以下繁

雑で ある が参考 の 為に
一応原本 をそ の まま書 き

写 し て お く。

　　　新制尺度 （寸尺 ハ 享保尺 ヲ用 ヒ 6 尺ヲ 1

　　間 トシ 60間 ヲ 1町 トス ）

比

母

牟

尓

垤

尓

釧

尓

私

兌

杷

会

耳

迷

当我 3 厘 28889 弱

10 私多列比

10 兌母

lO把尓牟

10会尓

100耳垤 　 9 町 8 間 8 寸 8 分

許

　以 上の 様 に享保尺 を用 い た と書 きなが ら、数

値は洪庵の 念仏尺 によ っ て得た 値を書い て い る 。

新制液料容器 （今量 率 ヲ用 ）

　賓傑尓弗多 （多作度 ）　 当我 5才 5弱

　末　　 　苴　　 10賓傑尓弗多

　罕　 　　 　 　 10末苴

　発　 　　篤　 　10罕

　新制乾料容器

　　末　 　　苴

5 才弱

　　骨　 　　布

　　失結尓 百児

　　冊屈又 繆的

刺　斯 　篤

当我 5 勺

10 末苴

10 骨布

10 失結尓

百児

30冊 屈

16石 46367 許

新制雑貨秤量

　封 度 我 266銭 8分 1厘 44

　穏 斯 26銭 6分 8144

　羅 　独 2匁 668144

　瓦蘭馬 又微苦苴　　2 分 668144

　古 尓 列 児 　 2厘 668144

新制薬品秤量

　封 　　 度

　穏　 　 　斯

　達 刺 屈 末

　瀕屈尓百児

　傑　列　尹

12穏斯 100匁 05 厘 5強

8達刺屈末　8銭 338強

3頂屈尓百児　 1 匁 042 強

20傑列尹　 3分 47 強

1厘 73強

　こ れ らは洪庵 の 解説 に少 し手を加 えて簡 畧に

し、順序 を少し変えた にす ぎな い 。

　 旧制五 国尺度表

　次 は 「旧制五 国尺 度表」 で あるが 、見易 い 様

に筆者が少 し位置 を変え、用字 を漢字 か ら算用

数字 に改め てお いた 。

　この表で 弗度 （ブ ー
ト） が基準にな っ て い る

が 、こ の 値 は ど こ か ら引用 したの かわか らな い 。

但 し把礼 の 弗度 は市野 茂喬の 戸田 東三 郎尺 に よ

る測 定値 と一致 して い るの は偶然 で あ ろ うか 。

こ れ が終 っ て次は

亜 謨旧制液料容器

彬 　 　 　 篤 　当我 3 合 33 弱

面　 傑　 児　 2 彬篤　6 合 65 強

弗　度 兌 　 尽 列　 尹 耳 　 垤 会 　尓 迷　尓
海上

述尓

列

応

1 尺 02
分2強

8分6強 7厘 2弱
i丈 2尺

38強
亜

謨

9寸 807
毛 強

7分8弱 6厘 5弱
列 応 二

同ジ

2 尺 26

強
51町 弱

呉

魯

9寸6分

2
8 分 02

毛 弱
6厘 7弱

1丈 3尺

4寸 7弱

2尺 202

厘 弱

把

礼

1 尺 06
分8

8分 9厘 7厘 4弱
1丈 282

弱
41町弱 68町弱

独

乙

1 尺 Ol

分 5強
1 寸 01

厘 強

1 分 01

毛強

1 丈 01

寸 5強
85町 弱 51町 弱
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布

罕

尓

牟

独

篤

　

　

　

　

弗

　

　

　

　

福

多

的

結

　

　

　

　

斯

　

　

　

　

屈

私

斯

安

亜

阿

発

2面傑児 　1升 33強

8私多布　1斗 06合 5弱

2斯的罕　2斗 13 弱

4安結尓 8斗 52 弱

6安結尓 　1石 2778弱

4阿屈斯福弗独　5石 Hl1 強

亜 謨旧制乾料容器

骨 　 布 失計 百児 ノ 32分 14 合 77弱

失 計 百 児 　32骨布　 1斗 526 強

冊 屈 3失計百児 4斗 58弱

繆 　 　 　的 4失計百児 6斗 105勺強

刺 斯 篤 27繆篤 16石 485強

亜謨旧制雑貨秤量

封 　　 　度

穏 　　 　斯

羅　 　 　独

英 傑 尓 斯

亜 　 　 　私

末　尓　屈

称 的 那 尓

失 口 布封度

列 乙斯封度

竄　 　 傑

私 　的　尹

16 穏斯 　131匁 83強

2羅独　8匁 24弱

10英傑尓斯　4 匁 12弱

32亜私　4 分 1弱

英傑尓斯 ノ32分 1　 1厘 29弱

8穏斯　 65 匁 9 強

百封度 13，955弱 （誤 りか）

30封度 　3，955匁弱

15封度　 1，977匁弱

165封度　 21， 752匁

8 封度　 1
， 055匁弱

亜 謨旧制薬品秤量

封 　 　 度

穏 　 　 斯

達 刺 屈 末

頂屈尓 百児

傑　列 　尹

仏蘭西 旧制秤量

封　　 度

末　尓　屈

穏 　 　 　斯

12穏斯　98匁 49弱

8達刺屈末 　8匁 2強

3濆 屈尓百 児 　1 戔 03厘弱

20傑列尹 　3 分 4厘 強

濆屈尓 百児 ノ 20分 1　 1厘 7強

16穏斯　 130匁 5分 11強。

薬秤封度ハ 12 穏斯ナ リ （97

戔 88 強）

8 穏斯　 65 匁 256弱

8 微苦苴　 8 戔 157 弱

苴

倔

尹

蒲

苦

寧

列

魯

微

扁

傑

瓦

独乙 旧制秤量

封 　 　 度

穏 　 　 斯

達 刺 屈 末

濆 屈尓百 児

傑　列　尹

各国里 数差別

　 　 独 乙

　20，000 弗多

72 傑列尹 　i匁 02 弱

24 傑列尹 　3分 4弱

24 瓦魯蒲　 1厘 42弱

傑列 尹 ノ 24分 1　 5弗 9強

96 達刺屈末　 95匁 43弱

8 達刺屈末 7匁 952強

3瀕 屈 尓百児　9分 54強

達刺屈末ノ 3分 13 分 31 強

瀕 屈尓百児 ノ 20分 11 厘 66弱

　 此尺我 2，060丈

　 此問我 3，169間 2 合 3 勺

　 此町我 52 町 49 間 2合 3勺

　此里 我 1里 16 町 49 間 2 合 3 勺

　右我 1 尺 03分 ヲ 1弗 トシ 60問 1町、36

　町 1里 ノ算 当ナ リ。以下皆同 ジ。

22， 500弗多

　此尺 2
， 317丈 5 尺

　此問 3．565 間 3 合 8 勺 4才

　此町 59丁 25問 3合 8勺 4 才

　此里 1里 23町 25間 3合 8 勺 4 才

25，000 弗多

　此尺 2，575 丈

　此問 3，961間 5合 3勺 8才

　此町 66町 1問 5合 3勺 8才

　此里 1里 30町 1間 5合 3勺 8才

　 　 意太利 亜

里 12 町 12 問 2 合 7勺

　 　 仏郎私

里 i 里 5町 37間 9合 2勺 3才

　　 暗厄利亜

里 14 町 24間 2合 4 勺 9 才

　 　 阿蘭陀

里 1里 27 町 23 問 7 勺 6 才

　 　 伊斯把尼 亜
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里 1里 20 町 10間 4 合 7 勺 6 才

　　 　雪際亜

里 2里 7町 13問 8合 4 勺 6才

　　　魯西亜

里 9町 54問 2 合 3 勺

　　 　厄 日度

里　魯西亜 二 同じ

　原名弗多ハ 諸厄利亜 ノ 12 寸ナ リ宇氏舎

　密開宗 二 日弗多ハ 我 1 尺 04 厘 二 当ル ト

　云 ヘ リ 。 故 二 直 二 尺 ト訳ス 。 又 帆足 子究

　理通 ニ ハ 脚 ト訳ス 。失勃尓度日 1 弗多ハ

　日本 ノ 1尺 03 歩 二 当ル。

　兌設斯ハ 和蘭 ノ 6 弗多 ニ シ テ我 6 尺 1 寸

　2 分二 当ル 。

　兌母 ハ 訳 シ テ拇指 ト云 。名物考補遺巻七

　第三 葉 ノ註 二 日、我曲尺 8分 5厘 二 当ル 。

　仏狼西 1 弗多ハ 即 12 寸ナ リ。我念尺 ノ

　 1尺 07 歩 二 当ル 。

　独乙 1 里 名物考 補遺巻九 二 日 、伊云 独乙

　都 ノ 1里 ハ 24，000尺 。仏狼西 1 里 同書

　二 云 仏 狼西 ノ 1里 ハ 15，750尺 。

　次 に 楳里 訳 尺 度表 、山路 先 生算定 と あ っ て

種 々 の 長 さを 日本 の 尺 に換算 した数値が示 され

て い る。これは楳 里、即ち杉 田成卿が何 かの 洋

書 にあ っ た も の を訳 し、山路 （諧孝か）がそれ

ら の 関係 を 計算 した も の で あ ろ う。使用 した メ

ー トル の 長 さは、後 に出て くる様 に曲尺 の 3 尺

2 寸 9 分 2 厘 を使用 し て い るが、こ れ は何によ

っ たの か不明で ある 。

　ハ アデム

　拂郎西 ノ 1 「ハ ア デム 」 ハ 1 会尓 6 掌 2 寸 4

　分 2厘

　　我 5尺 3寸 46866忽 二 当ル 。

　　我 1 尺 ハ 彼 ノ 0 「ハ アデム 」 3037668 二 当

　　ル。即 4 掌 9 寸 3378 糸ナ リ。

　 こ の 前半は誤 っ て い る 会尓 の 長 さ を用 い て 計

算 した ハ アデム に相 当する 尺 によ る長 さで ある

か ら
一一応理 解が で き る 。後半はわ か らな い 。 日

本 の 1 尺に相 当す る もの は ハ アデム 単位 で な く

て エ ル で ある 。又 最後 の 数値 は 1 ハ アデム の エ

ル数 と 1尺 の エ ル 数 との 積 に よ っ て 得た もの で

あ り、全 く意味が な い 。

　英 吉利 ノ 1 「ハ アデム 」 は （こ こ の 数値書落

して い る）

　 　我 6尺 0寸 204096

　　我 1尺 ハ 彼 ノ 0会尓 5掌 5 寸 5 分 228

　亜 謨斯的児達謨 ノ 1 「ハ アデム 」 ハ 1 会尓 6

掌 9 寸 8 分 4 厘

　　我 5 尺 5 寸 9 分 ノ 11328

　 　我 1尺ハ 彼 ノ 5 掌 1寸 5 分 917

　　カ ア ベ ル レ ン グテ

　仏 ノ 「カア ベ ル レ ン グテ 」 ハ 195会尓

　　我 64 丈 1尺 94

　　我 1丈 ハ 彼 ノ 5会尓 9掌 2寸 3451

こ れ は 当時 ヨ
ー

ロ ッ パ で 使わ れ て い た 縄の 長 さ

で あ る。後 の 数字 は 195 エ ル を 日本の 1 丈 の 長

さ で 割 っ た も の で あ る が、全 く無意味な も の で

ある 。

　英 ノ 1 「カア ベ ル レ ン グテ 」 ハ 219会尓

　　我 72 丈 09 寸 48

　　我 1丈 ハ 彼 ノ 6 会尓 6掌 5 寸 2491

　蘭 ノ 1 「カ ア ベ ル レ ン グテ 」 ハ 212会尓

　　我 69丈 7尺 904

　　我 1丈ハ 彼 ノ 6会尓 4 掌 3寸 9854

　キ ロ メ エ チル 、即新製 1 里 ハ 1，000会尓 トス

　　我 329丈 2尺

　 1 度 ヲ 25 二 割 レル 「リイ ウ エ ス 」 ハ 、新制

ノ 4 里 44444二 当ル 。

　　我 1里 4 町 38 問 3 尺 112

　　我 1 里ハ 彼 ノ 0 「リイ ウエ ス 」 888011

　 1度 ヲ 20 二 割 レル 「リイウエ ス 」 ハ 新製 ノ 5

厘 55556 二 当ル 。

　　我 1里 4111808

　　我 1里 ハ 彼 ノ 0 「リイ ウ エ ス 」 7086264

　 1 度ヲ 15 二 割 レル 里 即独乙 ノ 1 里 又地理 学

家 ノ 1里ハ 新製 ノ 7 里 40741

　　我 1 里 88157359

　　我 1里 ハ 彼 ノ 0 里 5314700
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　佛及英 ノ海里 ハ 1 度 ヲ 60 二 割ル モ ノ ニ テ新

製ノ 1里 851852二 当ル 。

　　我 0里 47039276

　　我 1里 ハ 海星 ニ テ 2里 1258830

　英 ノ陸里 ハ 新製 ノ 1里 60931

　　我 0里 4087846

　　我 1里 陸里 ニ テ ハ 2 里 446278

　支那 ニ テ ハ 1度 ヲ 133里 40 ト為ス 。

　　我 5 町 14 間 5 尺 6 寸 9 分 76

　　我 1里 ハ 彼 ノ 6里 85815

　備考

　　 1度 25里 ノ 「リイ ウ エ ス 」 ハ 2，　280 「ドイ

　　セ」 32二 同ジ 。

　　 1 「ドイセ 」 ハ 我 6 尺 4 寸 1628873

　　 1度 20 里 ノ 「リイ ウ エ ス 」 ハ 2，850 「ドイ

　 　 セ 」 41 二 同 ジ 。

　　独乙 ノ 1 里 ハ 即和蘭 ノ海里 ニ シ テ 列応蘭土

　　ノ 1，　966 「ル ウテ 」 20 二 当ル 。列 応蘭土 ノ

　　 「ル ウテ 」 ハ 我 1 丈 2尺 4 寸 02厘 142536

　　佛及英ノ海里 ハ 950 「ドイセ 」 二 同ジ。英

　　 ノ 陸里 ハ 1，760 「ヤ ル ド」 二 同ジ 。即英 ノ

　　5，
280 「ブ

ー
ト」 二 同ジ。

　　 「ヤ ル ト」ハ 我 3 尺 0 寸 1分 0厘 1毛 50482

　　 二 当ル。

　　英 ノ 「ブ
ー ト」 ハ 我 1尺 0 寸 0 分 3 厘 3 毛

　 　 83494二 当 ル 。

　次 に 「楳里訳 尺度表」が ある 。こ れ は杉 田成

卿が 自ら計算を して 求めた 西洋の 尺度 と、それ

の 日本尺 との 対応 を書い て い る の で はなか ろ う

か。前述 の 値 と下の 方の 桁で 僅か の 差 が見 ら れ

る のが あ る。先 ず最初に基本 とな る 西洋尺度に

対 応する 日本尺 と して 、1 越尓 （エ ル 、こ こ で

は こ の 字 を使 っ て い る）は 3 尺 2 寸 92 と書 き、

すべ て の 計算に こ の 数値を使用 し て い る。従 っ

て この 数値 は杉 田成卿の 著書の 基礎 とな る最重

要 な もの で ある 。然 るに こ の 数値が ど こ か ら引

用 され た もの か もわ か らな い し、従 っ て 越尓 を

こ の 数値 で 示 した も の も他 に は 全 く な い。こ れ

は私の 根拠の な い 推 定 で あ るが 、越尓 の 長 さ の

尺 によ る表現 は、伊能忠敬 の 子 午線 1度の長 さ

を 28．2 里と した も の か ら計算で 3 尺 2 寸 8 分

9 厘 2 毛 4 弗 8 が 広 く使用され て い る 。こ れ と

成卿の メ
ー トルの 長 さ とを比較す る と、忠敬の

エ ル の 「分」 を落 と し 「毛」 ま で をか い て い る

様で ある 。こ の 様な重 要な数値 の 誤記は あ り得

ない と思われ るが、私 は或い はその 手違 い が あ

っ たの で はない か と考 えて い る 。 本文 は

楳里訳尺度表

　 1越尓ハ 3 尺 2 寸 92

　我 1尺 ハ 彼 ノ 0越尓 303762707

　 1 「トイセ ス 」 ハ 1越尓 9掌 4寸 90厘 3毛 66

　我 6 尺 4162284872

　我 1尺 ハ 彼 ノ 0 ドイセ 155854792

　 1 「ヤル ト」 ハ 0 越尓 9 掌 1寸 43835

　我 3 尺 010150482

　我 1尺 ハ 彼 ノ 0 「ヤ ル ト」 332209305

　列応蘭土 ノ 1「ル
ー
デ」ハ 3越尓 7掌 6寸 7358

　我 1丈 2尺 4 寸 02厘 14020536

　我 1尺 ハ 彼 ノ 0 「ル
ー

テ 」 080631229

　亜謨ノ 1 「ル
ー

デ」 ハ 3越尓 6掌 797723

　我 1丈 2 尺 1 寸 13801004116

　我 1尺 ハ 彼 ノ 0 「ル
ーデ」 082550409

　把麗斯 ノ 1 「ブ
ー

ト」 ハ 0越尓 3掌 2寸 48394

　我 1尺 0693713048

　我 1尺 ハ 彼 ノ 0 「ブ
ー ト1935128890

　竜動 ノ 1 「ブ ー ト」 ハ 0 越尓 3 掌 0 寸 47945

　我 1尺 003383494

　我 1尺 ハ 彼 ノ 0 「ブ
ー ト」 996627915

　列応 ノ 1 「ブ
ー

ト」 ハ 0 越尓 3 掌 1寸 3945

　我 1尺 033511878

　我 1尺ハ 彼 ノ 0 「ブ ー ト」 967574753

　亜謨 ノ 1 「ブー ト」 ハ 0 越尓 2 掌 8 寸 3 分 0

厘 594

　我 0尺 931815448

　我 1尺ハ 彼 ノ 1 「ブ
ー ト」 073155342

　把麗斯 ノ 1 「ドイ ム 」 ハ 0 越尓 0 掌 2 寸 70

厘 7

　我 8 分 911444
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我 1 寸 ハ 1 「ドイム 」 122152594

竜動 ノ 1 「ドイ ム 」 ハ 0越尓 0掌 2寸 54

我 8 分 36168

我 1 寸ハ 被 ノ 1 「ドイム 」 195931918

列 応 ノ 1 「ドイ ム 」 ハ 0越尓 0掌 2 寸 6162

我 8 分 6125304

我 1寸ハ 彼 ノ 1 「ドイ ム 」．161098950

亜 謨 ノ 1 「ドイ ム 」 ハ 0越尓 0掌 2 寸 5 分 73

我 8づナ470316

我 1 寸ハ 彼 ノ 1 「ドイム 」 180593499

　次に 当時使用され て い た 曲尺 に つ い て の 面白

い 文字が ある。

　　尋常曲尺 （唐尺 ニ モ トヅク）量地 尺 二 用 ユ
。

　　念佛尺 （尋常曲尺 ヨ リ 4 厘 延）

　　享 保尺 （唐尺 ヨ リ 2 厘 4 毛縮）天文台 二 用

ユ 。

こ の 様 に当時 に於 け る物差 しの 長 さの 比較は極

め て 少な い の で 、貴 重な 記録 で ある 。こ こ で は

念佛尺 と享保尺 とは異な る 尺 として い る。

12　小野秋碧の r斤量篇附尺量摘要』

　西洋度量衡の 知識が 必要で あ っ た の は幕末の

兵学家や 砲術家で あ っ た 。当 時外国 か ら の 侵犯

が頻繁 にな り、こ れ に対 応する には西洋 の 武力

と対等 の 力を持つ 必 要が あ っ た。劣 っ て い た 日

本の 武 力を補 う為 には西洋の それ を学ぶ 必要が

認 め られ 、当時の 唯一
の 外国 の 知識の 所 有者で

あっ た蘭学者が 招か れて 、オ ラ ン ダ語の 兵書の

翻訳を命ぜ られ た 。然 し西洋の 兵学、砲術 を理

解する 為 には 、砲弾の重 さとか火薬の 量、着弾

距離、更 に砲兵、歩兵の 行進 の距離等を 知 る 必

要が あ り、西 洋の 度量衡 で書か れ たそ れ を 日本

の 単位 に換算する必要があ っ た 。 こ こ で 兵学家、

砲術家が西洋度量 衡 に重大な 関心を持ち、そ れ

に つ い て の 著述が あ っ た 。そ の
一

つ が 『斤量篇

附斤量摘要』 で あ る 。

『国書総目録 』 には次の 様に 出て い る 。

　　斤量篇　 1冊 （類）度量衡

　　 （著） 小 野秋 碧　写 ）静嘉 （斤量摘 要を付

　　す）

　私 は コ ピ
ー

よ り見て い な い の で 、そ れ に よ っ

て 解説 をす る。

　先ず最初に例言が あ る。要約す る と西 洋 の砲

術関係 には 多く の 度量衡が 見 られ 、然 もそ の 種

類が非常に多い 。そ れ を理 解し記 憶する の は困

難で あ るが 、社友 小 野秋碧氏はそ れ をま とめ て

小冊子 と し て 常に利用 して い る。然しそれ を
一

人の 用 にする の は 利己主義 と の 非難が あ っ た の

で 、すすめ て 上梓し、同志に頒 ける事 に した。

　その 際端数は省 き会尓 は曲尺 の 3 尺 3 寸、砲

兵の 歩幅は会尓の 0．75 倍で 我が 2 尺 4 寸 7 分

5 厘、封度 は 旧制は 132 匁、新制は 267匁 と し

た 。 こ れ は 正確な 価 と比較する と分厘 で 差 が あ

る が、実用 には害が な い の で 前記 の 価 を採用す

る と断 っ て い る。こ の例 言 が書か れ たの は安政

歳次丁己 （4年）孟夏 とあ る。

　こ の 著者小野 秋碧が如何な る人 で ある か 私 は

わ か らな い 。幕末で 関係の あ りそ うな人 の 中で

小野 姓の 者は、小 野友五 郎で ある が 同
一

人 で あ

るか どうか知 らな い 。 又例言に は本を 上梓した

とあ る 。
『国書総 目録 』 には 静嘉堂 文庫 本は 写

本 とある が 、恐 らく刊本で あろ う。 こ の 本 に は

「廣沢文庫 」 「大槻文庫 」 の 印が捺され て い る 。

　こ の 本の 内容 を
一

口 に言 う と、洋書に 出て く

る 西洋度量衡と 日本 の それ と の 対 応で あ り、そ

れ も単 に単位の 対応だけで はな く西洋単位 の 2

倍、3倍等 を計算 して対応す る 日本単位 を書き 、

一
目でそ の 比較が出来る様 に し て い る 。計算 の

手数を省い て い る の で ある 。 本文の 最初は

　口 特児蘭工 新封度　266 匁 8 分 1厘 44 （最初

の 文字は現在使用 され て い な い もので あ る。ネ

ーデル ラ ン ド （和蘭）で ある。

コ ル レル

ウイ クチ
ー

ロ
ー

ド

オ ンス

ポ ン ド

2厘 672

分 6厘 7

2匁 6 分 7

26 匁 77 分

267匁

先ず ポン ドの 正 確 な 数値 を示 し、他は実用の 際

の 必 要な 教価だけ を示 して い る 。こ の 正 確 な 数
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値 は 『遠 西医方名物考補遺』 の 中で 緒 方洪庵が

書い た 数値で あ り、洪庵の実測の結果 で ある。

こ れ ら の 細分単位はす べ て 十分の
一

にな っ て い

る 。

口特児蘭工 旧封度 131匁 8分 3厘 0330136

　 コ ル レル 　 　 　 1厘 3毛 2

　ウイクチ
ー

　 　 1分 3厘 2

　ロ
ー

ト　 　 　 1 匁 3分 2

　オ ン ス 　 　 　 13 匁 2 分

　ポン ド　 　 　 　 132匁

こ れ も 10進 法で ある。

特児冨須封度　125 匁 2 分 4 厘 0011207

　 コ ル レ ル 　 　 　！厘 2 毛 53

　ウ イ クチ
ー 　 　 1 分 2 厘 53

　 ロ
ー

ト　 　 　 1 匁 2 分 53

　オ ン ス 　 　 　 　 12匁 5 分 3

　ポ ン ド　 　 　 125匁 3

こ れ も 10進法で ある。

仏蘭西封度 　130匁 5 分 1厘 837934

　 コ ル レル 　 　 　 1厘 3毛 05

　ウ イ クチ
ー

　 　 1分 3厘 05

　 ロ
ー

ト　 　 　 1匁 3分 05

　オ ン ス 　 　 　 13匁 05 厘

　ポ ン ド　 　 　 130匁 5 分

こ れ も 10進法で ある。

英吉利封度　 121匁 0270284

　 コ ル レ ル 　 　 　 1厘 21

　 ウイクチ
ー

　 　 1分 2厘 1

　 ロ
ー

ト　 　 　 1匁 2分 1

　オ ン ス 　 　 　 12 匁 1 分

　ポ ン ド　 　 　 　 121匁

こ れ も 10進法で あ る。

英吉利旧封度 98匁 4 分

　 コ ル レ ル 　 　 　 9 毛 84

　 ウイクチ
ー

　 　 9 厘 84

　ロ
ー

ト　 　 　 　 9分 8厘 4

オ ン ス 　 　 　 9 匁 8分 4

ポ ン ド　 　 　 　 98 匁 4

これ も 10進法で ある 。

独逸都封度　 124匁 9分 9厘 1873824

　 コ ル レル 　 　 　 1厘 25

　ウイ クチ
ー　 　 1 分 2 厘 5

　 ロ
ー ト　 　 　 　 1 匁 2 分 5

　オン ス 　 　 　 　 12 匁 5

　ポ ン ド　 　 　 　 125匁

これ も 10進法で ある 。

　和蘭　ギ ュ ル デン

　 　100分 1 ギ ュ ル デ ン 　4 厘 5

　 　10分 1　 〃 　 　 　 4 分 5 厘

　 　1　 　 〃 　 　 　 4 匁 5 分

　 2 　 　 〃 　 　 　 9 匁 （2朱 1 匁 5 分）

　 20　　 〃　　　　 90匁 （1両 2分）

　こ れ も 10 進法で あ るが 対応 す る 日本 の 價が

貨幣で ある か ら匁 の 他に朱、分 ・両が現わ れ て

い る。 1両が 4 分、 1分が 4 朱で あ る。1 朱が 4

匁で ある。然 し分が両方 の 異な る単位系に使用

され て い る ので注 意が 必 要で あ る。

北亜 墨利加 独尓刺児 　 ll 匁 5 分 2 厘 4 毛 5

100分 1 ドルラル 　 　 1分 1厘 53

10分 1　 〃 　 1 匁 1 分 53

ドル ラル 　 　 11 匁 5 分 3 （2 朱 4 匁 03 厘）

2 　〃 　 　 　 23 匁 06 厘 （1分 2朱 05 分 6）

10 　〃 　 　 115 匁 3 分 （1 両 3 分 2 朱 2

　 　 　 　 　 　匁 8）

20　〃 　 　 230 匁 6 分 （3 両 3分 5 匁 6）

　碌軍巴子丈数

　 こ れ は砲兵の 1 歩の 長 さ （パ ス ）で ある。前

にある 様に 1 会尓 を 3．3 尺 と しそ の 0．75 を と

っ て い る の で 2 尺 4 寸 7 分 5 厘で ある。こ れ を

基 とし て 2倍 、3倍、……10 倍、20 倍、……100

倍、……1000 倍、……9000 倍ま で の 長 さを示
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して い る 。 10尺 を 1丈 と して い る 。

　　1 巴子 　　2尺 4寸 7分 5

　　10　〃 　 2丈 4 尺 7寸 5

　　100 〃 　 24丈 7 尺 5

　　1000 〃 　 247丈 5 尺

畷軍 巴子間町

　 1 巴子　　2 尺 4寸 7 分 5

　 10 　〃 　 4 問 7 寸 5 分

　 100 〃 　 41 間 1尺 5

　 1000 〃 　 6丁 52 間 3 尺

1間 は 6尺 、1丁 は 60問 で あ る。

　畷 軍 巴子反 町

　 　1 巴子 　　2尺 4寸 7 分 5

　 　10 　 〃 6 分 3尺 1寸 5

　 　100 〃 　 6 反 8分 2 尺 7

　 　1000 〃 　 6 丁 8反 7分 1 尺 8

　 こ こ で は 1丁＝10反 、1反＝IO分、1分 二3．6

尺 と して い る。従 っ て 反は 36尺 で 6間で あ る。

同 じ式 の 中で 反の 端数と寸の 端数 を同 じ字、分

で 示 し て い る の は混乱を招く の で 、注意す る必

要が あ る。

　歩隊巴子文数

　歩隊巴子 間町

　歩隊巴子反 町

　 こ れ らは歩兵 の 歩幅で あるが 、記載 の 形式は

前 と同 じで ある。た だし 1 歩が 2 尺 2 寸 4 分 4

と僅か に異 な っ て い る 。

　会尓 丈数

　 エ ル （メー トル ）系統 の 単位 と 日本の 単位 と

の 対応で ある 。 名称 は古 い オ ラ ン ダの も の を使

用 して い る 。

　 　ス トレ
ープ 　 3厘 3 毛

　 　 ド　イ　 ム　 　3 分 3 厘

　 　パ ル ム 　 3 寸 3 分

　 　 エ 　 　 　ル 　 　3 尺 3 寸

　 　ル
ー デ 　3 丈 3 尺

メ 　イ 　ル 　 330 丈

次 は前の 巴子 と同 じ形式で ある。

　会尓間町 （丁間 で示 す）

　会尓間数 （間 のみで 示 す）

　会尓町数 （丁 反 分で 示す ）

　次 はオ ラ ンダの 旧 制の尺 度 「亜 謨斯的度達母

会尓」 で ある。

プ

ム

ム

ル

デ

ル

一
レ

イ

ル

　
一

イ

トス

ド

パ

エ

ル

メ

2厘 2毛 7

2分 2厘 7

2寸 2分 7厘

2尺 2寸 7

2丈 2寸 7

227 丈

　次はオラ ン ダの アム ステル ダムで 通 用 して い

たブ ー トを基準 とした尺度で ある 。

　ピ ュ ン ト　 　 　 　 　 1厘 3 毛 25

　レイン 　8 ピ ュ ン ト　 1分 06毛 1

　 ドイム 　 8 レイ ン 　 　 8分 4 厘 9毛 1

　ブ
ー

ト　 ll ドイム 　 9寸 3分 4厘 0848

　ル
ーデ　 13 ブ

ー
ト　 　1 丈 2 尺 1 寸 4 分 3

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 厘 1024

　尚 こ の ブ ー トに対する 日本尺 の 長 さは、何 に

よ っ たの かわか らない 。

　亜謨斯的度達母尺

　前 と同じブー トを基尺 としなが ら、その 分割

を異に した尺度で ある 。

ピ ュ ン ト

レイ ン

ドイム

フ
ー

ト

ル
ーデ

　　 　　 　5毛 9

12 ピ ュ ン ト7厘 075

12レイ ン 8分 4厘 91

11 ドイム 　9寸 3分 4厘 0848

13 ブ
ー

ト 　1 丈 2 尺 1 寸 4 分 3

　 　 　 　 　厘 1024

列 印蘭土 尺

　 ピ ュ ン ト　 　 　 　 1厘 04

　 レイン 10ピ ュ ン ト 1分 04毛
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ム

ト

デ

イ

一

一

ド

フ

ル

10 レイ ン

10 ドイ ム

12 ブー ト

列 印蘭土 尺

　 ピ ュ ン ト

　 レイ ン

　 ドイ ム

　 フ
ー ト

　 ル
ーデ

1寸 03厘 704

1尺 03分 7厘 04

1丈 2 尺 4 寸 4分 448

6毛

7厘 2毛

8分 6厘 42

1 尺 03 分 7厘 04

1 丈 2 尺 4 寸 4 分 4 厘 48

長 さ の 比率はいずれ も 12対 1で ある 。

仏蘭斯 尺

　 ピ ュ ン ト

　 レイ ン

　 ドイ ム

　 フ ー ト

　ル ーデ

6 毛 27

厘 458

分 9 厘 42

1 尺 07 分 3厘 l

l 丈 2 尺 8寸 7 分 7 厘 2

これ も長 さの 比率は 12対 1で ある。

英吉利尺

　 ピ ュ ン ト

　 レイ ン

　 ドイ ム

　 フ ー ト

　ル ーデ

5 毛 86

厘 9 毛 9

8 分 3 厘 91

1尺 007 厘 02

1丈 2尺 08 分 4 厘 22

　 こ れ も長さ の 比率は 12対 1 で ある 。

　以上で 兵学家、砲術家に必要な 度量衡の 説明

は終 り、附録 とし て そ の 他の 各 国の 度量衡 を紹

介して い る。先ず尺 度と し て メ
ー

トル 法の 決定

とそ の 長さ の 由来を説 明 し て 次 に

　迷 尓 メ
ー

ル 百耳 」至

　耳　垤 　 ロ
ーデ　 10会尓

　　　　　　　　 我 3丈 2尺 8寸 9分 24弱

　会　尓　工 ル 　　 10 巴尓母

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 3尺 2寸 8分 924

　巴尓母 　バ ル ム　会尓 10分 1

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 3寸 2分 8924

　兌 母 ドイ ム 巴尓母 10分 1

　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　　 　 3分 2厘 8924

　私多列比 ス トレ
ー

ヒ
ー

　兌母 10 分 1

　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 3厘 2毛 8924

　粉 多 ピ ュ ン ト 私多列 比 10分 1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3 毛 28924

　 こ の 会尓の 長さは 伊能忠敬 によ る 1 子 午線 1

度の長 さを 28里 2分 と して の 計算値で あ る。

次 に重 さ で あるが 、こ れ に つ い て は最初 に次の

文 章が ある 。

　　和蘭新量ハ 餾水 1 ハ ル ム 立 方 （3 寸 2 分

　 　 892） ノ器 二 盛 リ是ヲ 1 凡度 ト定 メ其它 ヲ

　 　算定ス 。

　新量 　　装薬ハ 新量ヲ用 ユ

凡 　 度 （ホン ト）

穏 　 斯 （ヲ ン ス ）

羅　　　独　（ロ
ー ト）

微古知 （ウイ クチ
ー）

格尓列児 （コ ル レル）

我 266 匁 8分 14

26 匁 6 分 814

2 匁 6 分 681

2 分 6 厘 68

2 厘 668

　　凡 度 ヲ 斤 トシ穏斯ヲ 両 ト シ羅独 ヲ銭 トシ 微

　　古知 ヲ分 トス 。又 1斤 ヲ 267匁 トス 。以下

　　傚之 。後二 詳記ス 。

　旧量 幾斤 （ホ ン ト） ノ熕 ト云 ヘ ル ハ 旧量 ヲ

記 ス。

　凡 　 度 16 （ホン ト） 　 131匁 8分 304

　穏 　 斯 2 （ロ
ー

ト）　 8匁 2分 73

　羅 　 独 10 （エ ケル ス ） 4匁 1分 365

　英傑尓私　 （エ ケル ス ）　 4 分 136

　亜 私 （ア ス ） 　 1厘 27

　新量 1 斤 （ホ ン ト）　 267 匁

　両 （オン ス ）　 斤 10分 ノ 126 匁 7 分

　銭 （ロ ー ト）　 両 10分 ノ 12 匁 6分 7厘

　分 （ウイクチ
ー

） 銭 10分 ノ 12 分 6厘 7 毛

　厘 （コ ル レル）　分 IO分 ノ 12 厘 6毛 7 弗

　 こ こ で 器の 寸法は子午線 1 度よ り求めた 値 を

書き、測 っ た重 さとして は緒方洪庵 が実測 によ

っ て 得た メ ー トル の 寸法の 枡 に よ る値 を書い て

い る 。矛盾で ある 。

量 に就て は

　1 巴立方 ノ器 二 盛 テ是 ヲ 1 干 ト云 。 水量ノ

　基本也。
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と し て

　漿液量

　発 　 篤 （パ ッ ト）　 　 5 升 4 合 8勺 9才

　干 （カン） 　 5 合 4 勺 9才

　末 　 苴 （マ
ー

チ
ー）　 　 5 勺 5才

　賓厄 尓呵 （ヒ ンゲル キ
ー） 5 才 5

　乾質量

のノ
　

　

　

　

　

ペ

ー

一

ー

一

フ

チ

ク

ケ

ツ

一

ッ

シ

コ

マ

サ

（
　　
（
　　
（
　　
（

尓

弗

苴

屈

伯怯朱

骨

末

冊

発篤 ト同ジ

干 ト同 ジ

前 ト同 ジ

5斗 4升 8合 7夕 9寸

こ れ も洪庵の 得た値で ある 。

次 に時刻 の 説明が 出て いる 。

　時刻ハ 和蘭 1 昼 夜を 24 時 トス。春秋 昼夜

等分 ヲ 以テ 計ル ニ 彼 1時 ハ 我 半時二 当ル 。

　 1小 時　　 　　和蘭 ノ 1 時即チ我半時

　 1分時 （ミ ニ ユ
ー ト） 1小 時ノ 60 分 ノ 1

　 1秒時 （セ コ ン ト） 1分時 ノ 60 分 ノ 1

　 1微時 （テ ルチー） 1秒時 ノ 60分 ノ 1

歩 （ハ ス ）

　 こ れは大砲 を発射す る 時の 距離 を表わ す も

の で ある 。 1 歩は 3 会尓 （即ち 曲尺 の 9 尺 9

寸） を 4 歩とする 。従 っ て 1歩 は曲尺 の 2 尺

4 寸 7分 5厘 とな る。こ れ で歩数と 日本の 尺

度 と の 関係を示 し て いる。

1歩

le歩

100歩

1000歩

3100歩

2 尺 4 寸 7 分 5 厘

4 間 07 寸 5

41 問 1 尺 5 寸

6町 52間 3尺

21町 18間 4 尺 5 寸

　尚 こ れ ら の 問を詳し く計算 して い る 。

次 に逆に町 間 と歩 と の 関係 を示 して い る 。

　　1問 1尺 425　 　 　 3 歩

　　4問 O．7寸 5　 　 10 歩

　　45 間 2 尺 25 　 　 　 110歩

　　 7町 004尺 5　 　 　 1020歩

　　21町 2問 L5 尺 　 　 3060歩

以上 で 本 文 が終 っ て い る 。

13　受容の 問題点

　 日本で 幕末、西洋 の 度量衡が簡単に 受け容れ

られ なか っ た理 由は 様々 ある。その
一

つ は西洋

に多 くの 国が あ り、その 各の 国によ っ て 制度が

異 り然 もそ の 各が極 めて 複雑で あ り 、 それ らの

理 解が 困難で あ っ た事 。 他の
一

つ は本 の 上 の 名

称がわ か っ て もそれ が現実 にどれだけの 大 きさ

を持 ち、日本の 度量衡 とどの 様 に 対応す るかが

決定出来なか っ た事 で ある 。 後の 場合 は西洋の

度量衡の 実物、即ち物指 し、枡、秤の 移入 が 少

なか っ た事と西洋の 度量衡 に 対する 日本の それ

ぞれの 単位量の 正確 な大きさが確定 して い なか

っ た 事で ある。特にす べ て の 度量衡の 基本 とな

る長 さ の 単位の 曲尺 の 1 尺 に、日本で は権威 の

あ る 長さが 制定 され て い なか っ た為で ある 。

　 日本の 長 さ の 単位で ある 曲尺の 1 尺 は、千有

余年の 昔の 奈良朝の 時代に将来 され た 唐の 大 尺

によ っ て お り、それ が基準 とな っ て 土 地 や建築、

其の 他日常百般 の 長 さ を測 る物指 しが作 られた。

然 し こ の物指 しは何者が作 り、何 を基準に して

いた か の歴史は 全く不 明 で ある。 この 様な有様

で 江戸時代 に入 り、 日本の文化 が進展 する と共

に庶民 も物指 し を使用 する 機会が多 く な り ．そ

の 需要も増 したの で あち らこち らで 1 尺指 しが

作 られる様 にな っ た 。

　そ の 結果作 られた物指 し の 長さが 少 しつ つ 異

る の が 出来て い た。然 し西洋の 文 化が輸入 され

る様 にな る と、正 し い暦や 正 確な 日本地図 を作

製す る必 要が 起 り、こ の 面か ら も曲尺 の長 さ を

決定する 必要に 迫 られ た。それ らの事に就い て

は後 に述 べ る。

14　メ
ー

トルの 受容

　西洋の度量衡 を正 しく受け容れて 間違い な く

使用する には、西洋 の そ れ と日本 の もの と の 正

し い 換算が 出来 る の が要件で あ る。メ
ー

トル 法

で は度量衡共に長さ の 単位 メ
ー

トルが 基本に な

っ て い る の で 、日本 で は基本単位 メ
ー トル を ど

の 様 に し て 日本の 長 さ の 単位、尺 との 関 係 を 知

っ た か を 調べ て み る。
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　 西洋 の 度量衡と 日本の それ と の 換算 を知る に

は二 つ の 手段が ある。一一
つ は西 洋の そ の 単位が

どの 様 に して定め られ た か の 原 理 を知 る事。他

は 西洋に 於て実際に使用 され て い る 計器 と、日

本の それ とを現実 に比較する事で あ る。

　 西洋で は
一

応 1799 年 （寛政 H 年）に メ
ー

ト

ル の 長 さは地球子午線 の 四 千万 分の
一一

と制定 さ

れ．そ れに 基 い て原器 が作 られ た。従 っ て メ
ー

トル と日本の 長 さの単位 、尺 と の 関係 を知 る
一

つ の 方法は 、日本で 地 球子午線 の 長 さ を実測 し、

それ を尺で 表現 して 四 千万 で 割 っ た 長 さが 、メ

ー トル に対す る尺 とす る の で ある。こ れ に は地

理学上 の 地球の 子 午線の 長 さ を精密 に測定 す る

必要が ある 。

　 日本で 子午線の 長さ を実測 した の は伊能忠敬

で あ る。彼 は 日本 の 正 確 な地図 を作製す る には

各地 の 緯度 と 二 地点間の 距離を知る 必要が あ り

各地 で 多 くの 実測 を し、そ の 結果か ら子 午線 1

度 の 長さ を 28．2 里 と決定 した。こ れ に よる と

地周の 子 午線の 長 さは 360倍 して 10，152 里と

なる 。更に これを 1 里 を 36町 、1町 を 60間、

1 間を 6 尺と して 計算す る と 131
， 569， 920尺 と

な る。こ れ が 四 千 万 メ
ー

トル に 等 し い とす る と

1 メ
ー

トル が 3，289248尺となる。 こ の 数字が

見 られ る の は 、天保 6 年 （1835）緒 方洪庵 が宇

田川 榛斉著の 『遠 西医方名物考補遺』 の 中に書

い た西 洋度量 衡の 解説で あ る 。そ の 後他 の 多 く

の 人もこ の 数字を 引用 し て い る が、、こ れは計算

の 結果の すべ て の 数字を挙 げた も の で ある。伊

能忠敬の 1度の 長 さの測 定が 3桁よ り信頼 出来

な い とす る と 、1 メ
ー

トル に対する 曲尺 の 長さ

も 3桁目に誤差が存在す る事にな る が 、当時の

学者は こ の 事は念頭 にな く桁数の 多い こ の 数字

を ど こ まで も正 しい もの と して 承認 して い た 。

　次に 前述の 第 2 の 方法 には西洋の メ
ー トル尺

が 輸入 されね ばな らな い 。こ の 輸入 は い つ 頃が

最初か わ か らな い が、それ によ っ て メ ー トル の

長 さを実測 して 記録 に残 し て い る の は、矢張 り

前述の 『遠 西医方名物考補遺』 の 中の 緒方洪庵

の 記 述 で ある 。洪庵 は京都 で 作 ら れ て い た 念仏

尺 と比較 して 、 1 メ
ー トル を 3尺 2 寸 8分 8厘

8 毛 9 弗弱 と 書い て い る。子 午線か ら の 計算 と

は 少 し異 っ て い る 。 当時の 物指 しは遊尺 を使用

し て 目測 によ っ て 毛の 桁 まで 測定 し得た との 事

で あ るか ら、洪庵 もそれ に よ っ て の 実測 で あ ろ

う。

　 そ の 他の メ
ー

トル と尺 と の 換算の 記録は

　 『窮理通』 帆足萬里 （天保 7年
一 1836）

　　 1メ
ー トル ＝ ＝ 　3 尺 6 寸 03厘 482724

　　 『理学提要 』 広瀬元 恭 （但し度量衡 に つ い

て は福 田 士銭 （理 軒〉の 算定 、安政 3年一 1856）

　　　 1 メ
ー トル ＝ 3 尺 2 寸 g分 5厘 08 拂

　　 『遠西秤量尺 度考』 杉田成卿 （天保年間）

　　　 1 メ
ー トル ＝ 3 尺 2 寸 92

　 の 様 に 書かれて い る 。こ れ らの 値 はす べ て 異

な っ て い る が 、子 午線の 実測 値か らの 計算に よ

る も の か 、或い は物指 しの 実測の 結果で あ る か

は、何 の 説明もな い の でわ か らな い。但 し 『窮

理 通』 の 値は 少 し大きす ぎる 様で あ り、萬里 が

何かの 誤 りを犯 して い る 様で ある 。尚 『度 量考』

（天理 本 A）に合冊 され た も の に は、長崎の 商

館の オ ラ ン ダ人 は lm＝3 尺 2寸 8分 7 厘 031 と

して使用 して い る と い う。メ
ー

トル 尺と曲尺 と

の 実測の 結果 で あ ろ うか 。

　 メ
ー トル の 長さが確定す る と、そ れ に よる オ

ラ ン ダの i 把尓牟 （パ ル ム 、現在の 10cm）立

方 の体積 （リ ッ トル）が き ま る。又それ に よ っ

て そ の 中に 満 され る蒸溜水 の 重 さで ある 衡 の 基

本単位 ポン ド （オ ラ ン ダ使用 、現 在の 1 キ ロ グ

ラム） の 換算が 出来 る。

　緒方洪庵は 前述の 『遠 西医方名物考補遺』 の

中に書 い て い る様 に 、念仏尺 によ る 1 立方寸の

容器 を数種作 り、そ の 中に 蒸溜水 を入れ て その

重さ を測 定 し 7 匁 5 分の 値を得た。こ れ に よ っ

て ！パ ルム 立 方の 蒸溜水の重 さ （オ ラ ン ダの ポ

ン ド、現在の 1 キ ロ グラム） を算出 し 266 銭 8

分 i厘 4 毛 4 弗 と決定 し て い る。

　然 し こ の 計算 も 1立 方寸 の 水 の 重 さが 7．5 匁

と 2 桁 よ り出 して い な い の で 、ポ ン ドの 値 に も

相 当 の 誤 差 が あ る 筈 で あ る が 、現 在 の 値

計 量 史研 究 22 ［23］ 2000
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（266，　667 銭） に非常 に近 い 。偶然で あろ う。

又榕庵は 1 パ ル ム立方の 容積 （1 リ ッ トル ）を

日本の 1升 を 64，827立方分と して

　　5升 4勺 8才 8

　と 出 して い る 。然 し 日本の 1 升枡の 体積 の

64，827 立方 分が 、どの 曲尺 に よ っ て 得 られ た

も の か を明示 され ない 限 り、こ の 1 リ ッ トル の

値もど こ ま で も正 し い と決定 する 訳 には い か な

い の で はなかろ うか 。

15 曲尺の 長さ

　 日本の 曲尺に つ い て は前 にちょ っ と触れ て お

い たが、主 と して 建築 関係 に使用 されて い た 。

従 っ て 若 しそ の 長 さに変化がある と非常な支障

が起 る の で 、長 い 年月 の 間 に も殆 ど変化 はなか

っ た様で あ る 。 又 使用 場所 も荒 っ ぽい 仕事場で

ある か ら、材料 も金属 で 作 られ て い た の も変化

が なか っ た理 由 の
一

つ で ある 。そ の 物指 しは大

工 の 便利か ら直角 に曲が っ た形 に作 られ てお り、

漢字 と し て は 曲尺 と書 き読み方は材質 によ っ て

カネザ シ と呼ばれ て い る。然 し江戸時代 にはい

っ て 庶民 が 物指 しを使 う機会 も増加 したの で需

要が増加 し、そ の作製者 も多 くな り又竹 を材料

と した 物指 しも流通 した 。

　江戸 時代 に入 っ て も物指 し の 検定 制度が なか

っ た の で 、同 じ曲尺 と呼ばれなが らも作製場所

によ っ て そ の 長さに微 少な差が出来て い た 。今

曲尺 と し て 知 ら れ て い る 物指 しは

　又 四 郎尺　　享保尺　　　折衷尺

　念仏尺　　　元亨 堂尺 　　五兵衛 （五平）尺

の 6 種で ある 。 簡単 に こ れ ら の 由来等を 説明 し

てお こ う 。

又 四 郎尺

　　古来の 伝統 を受けつ いで 、難波の職 人群 に

　よ っ て 作 られ て きた 金属尺 で あ り、建築関係

　 に 使 用 さ れ た 。 当時普通 に 曲尺 と 呼ん で い る

　の は こ の 尺 を指 して い る。

享保尺

　　八代将 軍 吉宗が 、正確 な暦を作 る上 に 必要

　な 日畧の 正 し い 長 さ を記録 す る 為に 、不変 の

　長 さ の 尺度を求め広 く探 索 して 、紀州 の 熊野

　神社に あ っ た古尺 に よ っ て 作製 され た もの 。

　享保時代に作 り始め られ た の で こ の 名で 呼 ば

　 れ て いる。

折衷尺

　　伊能忠敬が 正確な 日本地図 を製る為の 測量

　を行 う時、基準の 長 さ と して 又 四 郎尺 と享 保

　尺 を折衷 して 作 らせ た と伝え られ る物指 し。

　然 し こ の 話 には疑問の 点が多い とい う 。

念仏尺

　　伊吹山 の 墓 場か ら 出土 した塔婆 に 刻まれ て

　い た尺度 を基 に し て 、京都で 作製 されて い た

　竹尺 。 然 し塔婆に そ の 様な詳 し い 目盛があ っ

　たか どうかは疑 問で あ り、 物指 しに 箔を つ け

　る為の 物語 りに 過ぎない の で はなか ろ うか 。

元亨堂 尺 、五 兵衛 （五 平） 尺

　　こ れ は宇 田川榕庵 著の 『西洋度量考 』 の 中

　に名前が 見 られ る だけで ある。榕庵は この物

　指 し で実測 し て い る が、他 に は 全 く こ の 名前

　は出て こ ない 。 五兵衛尺 は絵具屋五兵衛尺 と

　書 い て い る所 もある か ら、絵具屋 とい う屋号

　の 店で売 られて い た もの で あろ う。

　さて然 らばこ れ らの 曲尺の 実長或い はそ れ ら

の 間の 長 さ の 比 較 と い う事 に な る と、は っ き り

した記録 は残 っ て い な い 。それ ら の 尺 の 実物或

は模作 と い われ る も の は、幕末か ら明治 にか け

て の 算術家内田五 観 （い つ み）が 伝承 し て い た

も の があ り、日本の 度 量衡 をメ
ー トル制度 に 変

換す る に際 して 、 1 尺 の 基準 として それ らを詳

細 に測定 した記録が ある 。 然 し内 田五観 の 言 っ

て い る事が どこ まで 正 しい かわか らない との 事

で あ る。

　江戸時代 の 物指 しを用い て 西洋各地 の 1 ブ
ー

ト尺 の 長 さ の 測定は 、市野茂喬 （幕府の 同心 で

あ り算数 に長 じて い たの で 暦局出仕 とな り、後

伊 能 忠敬 の 日本測量 に 随行せ り と い う）が 、幕

府所蔵の 西洋各地 の ブ
ー

ト尺を 日本の 京都の 戸

田忠行尺 と、江戸 の 大野規行尺 で 測 定 した珍 ら

し い 記録 が ある 。原 書 は何 であ る か 知 らな い が

志筑 ・馬場 の 『度量考』 に書かれ て い る 。但 し
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市野 の 測定は 文化 7 年で あ り志筑は文化 3 年に

死 んで い る の で 、 こ の 記録は馬場の 補筆で あろ

う。そ れ を表で示 してお く。

表 1 戸田忠行尺

ブ
ート尺 名 実　長 比　例

フ ラ ン ス 1尺 06 分 8 厘 1  32．88

ラ イ ン ラ ン ド 1尺 03 分 4 厘 1000，

エ ン ゲル ス 1 尺 001 厘 4毛 968．4了

ア ム ス テ ル ダム 9 寸 3 分 2 厘 901．35

表 2　大野規行尺

ブ
ート尺 名 実　 長 比　例

フ ラ ン ス 1尺 07分 7原 3毛 1032，89

ラ イ ン ラ ン ド 1 尺 04 分 3 厘 1000．

エ ン ゲル ス 1尺 Ol 分 01毛 968．46

ア ム ス テ ル ダム 9 寸 4 分 01毛 901，34

　 表中比例 とある の は、戸 出、大野 の 二 つ の 曲

尺 に よ っ て 測 っ たライ ン ラ ン ド ・ブ ー トの 値を

夫 々 1000 と した 時、各地の ブー ト尺 との 長さ

の 比 を示 し て い る の で あ る 。こ の 比 例が 二 つ の

尺 に よ っ て測 っ た 各 地 の ブ
ー

ト尺 の 値 が殆 ど同

一じで あ る事は 、こ の時 の 測定 が 誤測 とか 誤記

がな く正 し い と判定する事が 出来る 。然 し こ の

戸 田、大野 の 二 尺 が 前述 の ど の 尺 に相当す るか

がわ か らな い。大野尺 は戸田 尺 よ り短 く、大野

尺の 1尺 は戸 田尺 の 9寸 9 分 1厘 、逆に戸 田尺

の 1 尺は大野 尺の 1 尺 8 厘 7 毛で あ る ことだけ

がわ か る 。両者で は 1尺 に対 して 大体 9 厘 の 差

が あ る。明 治 の 測 定 によ る と大野規行 の 木匠尺

と、京都の念仏尺 とで 4，6厘 の 差が ある の で、

戸 田尺 を念 仏尺 とす る事 も無理で ある 。

　 尚杉 田成卿 の 『遠西秤量尺度考』 に は、念仏

尺 は曲尺 よ り 4 厘 長 く、享保尺 は 曲尺 よ り 2 厘

4毛 短 い とある 。結局両者の 差は 6 厘 4 毛であ

る。こ の 数値 は 当時の 物指 しを比較す る時に 何

か の 参考に な る か も知れ な い 。但 し明治 の 測 定

で は こ の 二 尺 の 差 は極め て 少く、僅か 1 厘 5 毛

とな っ て い る 。

　元亨堂尺、五 兵衛 （五 平）尺の 名が出て くる

の は、宇田 川榕庵の 『西 洋度量考』 の 中だけで

ある 。 すば ら しい 科学者で あ っ た榕庵 は多 くの

西洋科学書 を読み 、そ れに基 い て 日本で 最初 の

西洋植物学 を伝え た 『植学啓原』 や、新 し い 西

洋化学 を紹介 した 『舎密開宗』 の 大著 を著述 し

たの で ある か ら、西洋度量衡 に大きい 関 心 を持

ちそれ の解説 を書 い た の が前記の 本で あ る。従

っ て こ の 本 の 中の 度量 衡関係 の 記事は厳密な学

問 的な も の で あ り、十分信頼出来る の で あ る 。

同書の 本文 中に は次の 所に こ れ ら の 尺 の 名が 見

られ る。

　先ず最初は パ ル ム の 説明の 所で

　　和 蘭新尺 当 3 寸 3 分 （元亨堂 及念仏）

とある。 こ れ で 元 亨堂及 尺 と念仏 尺 とは 別の 尺

で ある事 と、そ の 長 さは分 の 所ま で は殆 ど
一致

して い た事 がわ か る。

　次 に ア ム ス テ ル ダム の ブ
ー

トに関 して

　　柳圃　 　9 寸 3 分 5厘

　　戸 田尺 　9寸 3 分 2厘

　　大野尺 　9寸 4 分 Ol 毛

　　五 平 （兵衛） 尺 　 9寸 4 分

とあ り こ れ ら の 曲尺 がす べ て 殆 ど長 さが等 し い

ことが わ か る。又 同 じ所で パ リ
ー ・ブ

ー
ト （フ

ランス
・

ブ
ー

ト） に つ い て

　　戸 田 尺 　 　1 尺 06 分 8厘

　　大野尺 　　1尺 07分 7厘 3毛

で ある の を、「曽テ襲蔵 （榕庵 ）ス ル仏蘭 西 ト

絵具屋 五 兵衛 尺 ト比スル ニ 、彼 ノ尺 ハ 吾ガ 1 尺

7 分 二 当ル ナ リ」 と書 い て い る。こ れ で 五 兵衛

尺 の 長 さも戸 田尺 、大野 尺 とあ ま り大き い 差が

な い 事 を知 る の で ある。更に こ の 事を確か め る

次の 文章もある 。

　　文政九年西洋 人入 貢ス。予 （榕庵）客館二

　　就テ竜動尺 ヲ観之 ヲ絵具屋 五兵衛尺 に較ル

　　ニ 彼 ノ 1 尺全 ク吾 ガ 1 尺 ト密合ス 。

とあ り 、ロ ン ドン ・
ブ
ー

トの 長 さ は

　　戸 田尺 　 　1尺 OO14毛

　　大野 尺 　 1 尺 Ol 分 01 毛
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　 と 書い て あ る 。

　前 に元亨 堂尺 と念仏尺 とは殆 ど差が無 い と書

い て お い た が、こ の 両者に は微妙な差がある事

を、榕庵 は種々 の 和蘭尺を測定 した所で 示 して

い る 。 即ち和蘭の 1 ポ ン ドの 量を決定する枡 に

就て の 長さ を、元 亨堂尺 では 6 寸 1 分 3 厘 、念

仏尺で は 6 寸 1 分 2厘 と書い て い る。即ち念仏

尺の 方が心持ち長 い 訳で ある 。

16 重さの 基準ゲ レイ ン

　 西 洋度量 衡 の 新 制度で は重 さ の 基準 は 10cm

立方の 体積 を持っ 蒸溜水の重 さ （1キ ロ グラム ）

で あ り、和蘭で は これ をポン ドと呼 ん で い た 。

旧制度 で は最 小単位ゲ レイン を基準 と し、ゲ レ

イ ン の 20 倍を シキ リ ュ ペ ル 、シキ リュ ペ ル の

3 倍 をダ ラク マ 、ダ ラク マ の 8 倍をオ ン セ、オ

ンセ の 16 倍をポ ン ドと定め て いた 。然 し こ の

ゲ レイ ンの 重さは何に よ っ た の か は っ き りわ か

ら ない 。

　 こ の ゲ レイ ン の 重 さ を 日本で 最初 に問題に し

た の は志筑忠雌で ある 、当時は何 によ っ たの か

不 明で あるが 日本で は 1 ダ ラ ク マ を 1 匁と して

い たの で 1 オ ン ス は 8匁で あ り、1ポ ン ドは 128

匁 で あ っ た。1 ゲ レイン は 1 オ ン ス の 480 分の

1で あ るか らそ の 重 さは i2／3厘 ＝1．666厘 に相

当 し て い た。志筑 はそ れ を盲信 しな い で 和蘭の

秤 を入手 して 実測 し、1 ゲ レイン ； L71 厘 の 値

を得て い る。後に宇 田川榛斉著 の 『遠西 医方名

物考』 の 凡例の 中で 、宇田川榕庵は実測 による

と 1 ダラク マ は 1 銭 02 厘 5 毛と して い るが、

これ は榕庵 自身の実測で はな く、志筑の 実測の

引 用で あ ろ う と思わ れ る。

　志筑 が訳 した 『暦象新 書』 の 中編 の 附録 に 、

『奇児 全書』 の 中に ある と して 、フ ラ ンス の 物

理 学者 ロ バ ー ト・ボイ ル は水の 1 立方拇 （1 拇

は 8 分 5 厘 ） の 重 さの 37／ IO，　OOO が 1 ゲ レ イ

ン で あ り、ケ イル 白身は 369／ 100，000 が 1 ゲ

レイ ン と書 い て あ り、こ の 値 を使 っ て 計算 し 1

立方寸 の 水の 重 さ を

　　ボイル 　 7 匁 3分 3 厘 5 毛

　　 ケイ ル 　 7 匁 3 分 5厘 5毛

　 と出 して い る 。又 忠雄 自身の 衡 を用 い て の 1

ゲ レイ ンの実測 値 によ る と こ の 値は 7 匁 5 分 5

厘 とな る 。又村松九太夫著の 『算爼 』 に よる と

1立方 寸 の 水 の 重 さは 7 匁 4 分 5 厘 と出して い

る し、志筑自身が 1 立方寸 の容器 を作 っ て の実

測で も、常に 7 匁 4 分か ら 7 匁 5 分の 値 を得 て

い る 。然 し実測 は時 と場所 に よ っ て小 異がある

筈で ある か ら、志筑は 1 立方寸の 水の 重 さは 7

匁 4 分 と定 めて い る 。 先ず妥当な 所で あろ う。

　志 筑は必 ずし も 自分 の 実測が絶対 に 正 し い と

は思わ なか っ た らし い が一一応実証精神 は持 っ て

い た 。然 しゲ レイ ン の 自信の 持て る正 しい 値は

得 られ なか っ た様で ある 。

17 総 　括

　 以上幕末 にお い て 日本が 、西洋度量衡 を受 け

容 れ た情況 を当時 の 関係書籍によ っ て 説明 して

きた が 、結論 と して は 当時 の 日本 人は 正確 に西

洋度量衡 を理解 して い なか っ た と言わ ざる を得

ない の で ある。そ れは度量衡の 本質、或は原理

に つ い て の 正確な知識を持たなか っ た事 と、日

本の 単位が 厳密 に規定 されて い なか っ た為で あ

る。然 し現実に は 理 学とか 医学、砲術 、更 に 直

接の 物品取引に於て 、西洋度量衡の 換算 を知る

必要が あ っ たが 、それ らは大体の 数値で 計算を

行 っ て い た 。又 事実、現実の 問題 と して はそれ

で 十分で あ り、何等の 支障も起 らなか っ た様で

ある。

　新制度の メ
ー トル法 に つ い て も、当時第一

の

知識で あ っ た宇田 川榕庵に して 、長 さ と容積 の

単位間の 関係もは っ き りわか っ て い な か っ た様

で ある し、幕末の 度量衡に つ い て の まとめ の 本

で ある 『西 洋度量考』 の 青山本 も 、 メ
ー トル の

複数 で あ る metres （メ トレス） の 項 に つ い て

「新制度、未 詳 」 と書 い て い る の か らも其の
一

端を知る事が出来 る。

18 密 度 （比重）

　 こ れ は度量衡に は直接関係はない が、似 た様
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な内容で 数字 を取 り扱っ て い る も の で あ り、志

筑忠雄以来多く の 人が 問題 に し て い る の で 、簡

単に こ こ に書い て お く。

　密度 と い う考 えは、人 間が 自然 に得 た もの で

ある 。 原始時代 に手で 物を運 搬す る時、対象物

が水 で ある か木で あるか 土 で ある か石 で あ るか

に よ っ て そ の 重 さ を考え、自己 の 力に あうか ど

うか を確 め る。そ の 時 はそ の物の 材質 と大きさ

とを考慮 に入れ る。即 ち 自然に密度 と い う概念

を持 つ 事 にな る 。文化 が進展 して 種々 の 金属 が

精錬 され る 様に な る と こ の 考 え方が一層重要に

なる 。多 く の 金 属の 区別 を密度 に よ っ て判別 し

ようとする 。更 に文化が進 展 して 金 が最 も重要

な物質 とな る と 、そ の 純度 が 問題 とな っ て くる。

従 っ て 密度が問題にな り、純金 の 密度は 不 変 と

考え られ 金が密度 の 中心 とな っ て く る の で ある 。

か くて 純金の 密度を基準に して 他 の 物質の 密度

が表 される様 に な っ た 。 然 し金はなか なか純粋

な も の が得 られ ず、又 そ れ が 一般 の 人 の 手に は

い り難 い の で 、金 に代わ っ て 水が基 準 と して 用

い られ る 様にな っ た。こ こ で 比 重 とい う観 念 が

定着 した の で あ る。

　密度 は始め は 同形 、同体積の 物 の 重 さ の 比較

と い う考 え で あ っ たが、同形 の 物は作 り難い の

で 、同体積 と い うだけの 考 に 移 っ た 。 然 しそ の

為 には大 きさの 測定 とい う問題が生 し、長さ の

単位或 い は物指 しが 一定で あ る 事を必 要 と した 。

物指 し の 測定で 体積を知る かわ りに、そ の 物体

を水 中に 入れ て その 為の 水量の 変化か らそ の 体

積 を知る方法が考え られ た。恐 らくア ルキ メデ

ス の 王冠 が純金 で 作 られ て い る か 否か の 判定 の

時 に は、こ の 方法 に よ っ た も の と考え られ る 。

其の 後所謂浮 力 に関 す るア ル キ メデス の原理 が

知 られ る様 にな り、物体の 密度 が比 較的容易 に

測定出来る様 にな っ た 。然 し こ の 場合 には測 定

器具、即 ち適 当な秤が必 要 で あ る 。従 っ て 密度

或 は比 重 を考え る時 、文字 と して 残 され て い る

もの が実測 に よ っ た か 、或 は伝承をそ の まま記

入 したか に よっ て 、そ の 数値の 信頼度 、或は価

値の 判定が出来 る 。

　志筑忠雄 は比重 に 関心 を持 ち、和蘭語の 物理

書に 見 られ る比重の 数値 を 日本 に紹介 した 最 初

の 人 で ある と い う事は よ く知 られ て い る。そ れ

は 『ケイル全書』 の 訳 本 『暦 象新書』 の 中編の

上巻 に 「西測諸体重 量、傍納里 （ハ ル ノウ リ）

説」 とし て 、多 く の 金属の 気中、水中 の 重 さ の

測定値が表 3 の 様 に 示 され て い る 。こ れ は 同 じ

形 （体積） を持 っ て い る金 属を測 定 した もの で

あるが、重 さ の 単位 はわか らない 。然 し単位 は

不 明 で あ っ て も各金属の 相対的な重 さはわ か る 。

こ の 相対 的な重 さが物体が水中で 運動する 時 に

関係する の で 、こ の 相対的な 重量 を示 した の で

あ る。然 し同体積の 水 の 重さ を示 して い る の で 、

現在我々 が使用 して いる 比重を算 出する事が 出

来 る。又水 中、気 中 の 重 さ の 差 がす べ て 21 と

な っ て い る の は 、水 中、気 中の 重さの 差がそ れ

が 排除 した体積 と考 えて い た と してよ い の で 、

忠雄は ア ルキ メデス の 浮力の 考を 知 っ て い た と

推定出来 る の で は なか ろ うか 。

表 3

物　 質 気　中 水　中

金 400 379

鉛 240 219

銀 218 197

銅 200 179

水 21 無

　忠難は 『暦象新書』 の 中に西洋の 比 重 を 引用

し て い るだけで はな く、比重 に つ い て 強 い 関心

を持 っ て い た 。そ の 事は 前述の 『柳圃和蘭度量

考追加藁』 の 中に見 られ る。即 ち彼が 知 り得た

洋の 東西 の 金 属の 重 さ の 比 を、同書 中に次 の 様

に 出 して い る （表 4）。
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表 4　諸重 比例考

金 鉛 銀 銅 鉄 錫 水

奇児全書 400240218217168156 21

暦算全 書 9557 ．5512 ／345 40 37 5

村 松 九太 夫

算　　　 爼

寸立方

160匁
80目 125匁 64匁 60匁 56匁

7匁4分
5厘

表 5

金 鉛 銀 銅 鉄 錫 水

奇児全 書 141．995 ．1 η．370 ．9559 ．655 ．3 了．45

儀 象 志 暦 算
全書

14i．5585 ．6776 ．9867 ．0559 ．655 ．137 ．45

算 法 算爼 160 80 】25 64 60 567 ．45

大清会典 145．185 ．877 ，了 64，了9 7．46

　 こ の 表は既 に発表 され て お りよ く知 られ て い

る 所で あ る 。忠雄 は こ の 表 の 各金属 の 値が比較

出来る様 に、同 じ
一立方寸の 重さに換算 して 示

した の が次 の表 5 で ある 。 但 し志筑忠雄は換算

の 基準 と して 水を と り、そ の 1 立方寸の 重さ を

村松 九太 夫の 実測値 7 匁 4 分 5厘 を 正 し い と し

て 使用 して い る。又 『大清会典』 で は 当時中国

の 1寸は 日本の 曲尺 の 1寸 5 厘 として い る 。

　 こ の 表 によ る と 『算法算爼 』 の 金銀の 値だけ

が他 と大 き く 異 っ て い る の が 目 に つ く。こ れ は

日本の 算術書の 伝統で あ り、江戸時 代の数学 者

が実験 、実測に あま り関心 を持た な か っ た 為で

あろ う。 こ の 事 に関し て は 中村邦光氏の論文 ω

を参照されたい 。

　志筑忠雄 に次 い で 日本の 本 に比重 の 事が見 ら

れ る の は 、『度量考』 天 理本 A に附 け られ て い

る附録で ある 。こ の 写本に は始めて 「榕按 に 」

の 文字が 見 られ る事 と 、『三 才韻譜』 か ら の 引

用 である 事を考 え る と、宇 田川榕庵の 手 に成 る

もの で は なか ろ うか と推定 して い る 。 こ の 本 に

は次 の 様 に示 され て い る 。

　　　　　　 表 6　諸金 秤量考

三 才韻府 日、譬 ヘ バ 百 「ポ ン ド」 ノ黄 金ノ 形 ヲ

大小 同様 ニ シ テ 量ル 事左ノ如 シ

物 　 質 重 さ （ポ ン ド） 物　質 重 さ （ポ ン ド）

黄　金 100 磁 　石 26

水　 銀 71 大 理 石 21

鉛 60 石 14

銀 54 石 　英 12

銅 47 水 5

假　鍮 45 葡萄酒 51 ／4

鉄 42 蝋 5

尋常錫 39 油 42 ／4

精微 錫 381 ／4

　こ れ は 『三 才韻譜』 （『厚生 新編』） にあ る も

の を、少数以下を切 り捨て て 写 した もの であ る。

『厚 生新編 』 の 比重 の 記事 に就 い て は後に 述 べ

る 。 更に こ の 附録に は次の 表が ある。
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　　　　　　　　　 表 7

　三 才韻譜日大小 ヲ同フ シテ水 二 対 シテ量ル 事

左 ノ如シ

物　質 （比重 ） 物　質 （比 重）

黄　金 19 假 　鍮 8

水　銀 14 錫 7

鉛 11 プロ ッ クチン 6

銀 10 鉄 6 半

銅 8 水 1

　こ れ は名前は 出 して い な い が 、現在 の 比 電と

同じ で ある 。但 し こ の 表は前表を水を 1 として

の 計算で 小数点以下 を或 は切 り捨て 、或は切 り

上 げて い る がその 基準がわ か らない 。

19　 『厚 生新編』 と密度

　
一

国 の 文化が 向上 し国民 が幸 福な 生活 を営 む

為の 第一
要 件は 、そ の 国民 の 中に あ らゆる方 面

の 知識が 発達す る こ とであ る。精神的、物質 的

の 両面に立 ち遅れ て い た国 が、世界の 文化 を 吸

収す る
一

つ の 方法は、他の 文明社会の そ れ らを

す べ て 伝え て くれ る 本、百 科全書 を輸入 し、翻

訳を し刊 行 して 国 民 に読 ませ る 事で ある 。江 戸

幕府 がそ れ に気 付 い て 行 っ た の は、当時 ヨー
ロ

ッ パ で 有名であ っ た シ ョ メ
ー

ル の 百科全書 を取

り入 れ る 事で あ っ た 。江戸 幕府が こ の 事業 を始

めた の は 文化 8 年 （1811） で あ り、語 学の 天 才

馬場佐十郎がそ の 仕事 に任命 され た。それ か ら

幕府崩壊 まで の 60 年間 に 、大槻玄沢 ・宇 田川

玄真 ・大 槻茂禎、宇 田川榕庵、小 関三英 、湊長

安等 が 相継ぎ相協力 し て 翻訳 に 努 力 を した が 、

対象書籍が あま りに も大部 で ある の と、当時の

蘭学者の 語学力の 不足 もあ っ て、幕末まで に 70

巻の 翻訳 を完成 した が 遂に刊行す る に は至 らな

か っ た。然し多 くの 当時の 知 識人 は シ ョ メ
ー

ル

の 本の存在 を知 り参考 にし て い たが、恐 ら くは

全部 を読み通 した人 は い な い で あろ う。そ の シ

ョ メ
ー

ル の 百科 全 書 の 中に密度 （比重 ） の 事が

書 か れ て あ り 、訳本 と し て は第 62 巻 の 砿 の 所

に見 られ る。こ の 巻 の 訳、校者 は大槻茂槙玄沢 ・

宇 田川榕庵、小関三 英の 名が出て い る。前述の

様 に 榕庵は シ ョ メール の 本の 中に 密度に つ い て

の
一

部 を紹介 し て い る 。 こ こ で は 『厚生新編』

の 密度に つ い て少 し詳し く書 い てお こ う。

先ず 「其 （諸金属）階級を挙 ぐる事左の 如 し」

として

　　　　　　　　　 表 8

　諸金 二 （一の 誤 りで あろ う、筆者記 ）寸 立方

　軽重差等 （一寸は本邦の八分五 厘 に相 当）

物 質 重　さ 物 質 重　 さ

金 100 銭 8厘 4 毛 銅 43銭 8分 6厘 3毛

鉛 58 〃 7 分 1厘 鉄 41 〃 8 〃 0 〃 8 〃

銀 51 〃 6 〃 7 〃 6毛 錫 35 〃 4 〃 9 〃 9 〃

　 と出て い る 。勿論 この密度は金 を基準 と して

の 換算で ある筈で あ るが 、其の 場合西洋 の 長 さ

の
一

寸は ドイ ム （8 分 5 厘 ）と して 、金 の 1 立

方寸 の 重 さ を 160匁 とす ると、金 1 ドイム 立方

の 重 さは

　　　 160× 0．853＝98銭 26

　 とな り、前記の 100銭 08 厘 4 毛 に合わ な い 。

こ の 数字が ど こ か ら得 ら れ た も の か わ か らな い 。

或 はこ の 銭も西 洋単位の 日本的表現か も知れな

い 。

　次 に同 じ項 目内で 黄金 の
一

塊を 100 斤 とし、

同 じ体積の 他 の 物質 の 重 さ を示 した もの が ある。

実測で あろ う。こ の 斤は ポン ドで ある 。

　 これは恐 ら く前 に記 した 『度量考』 天理 本 A

の 附録の 原表で あ ろ う。但 し天理本は こ の 本の

小 数点以 下は 切 り捨て て あ り、又 ち ょ っ とした

誤記 もある様で ある。

　以上 は金 を 100 と して の 比重で ある が 、水が

出て い る の は面 白い 。水 の 重 さが 判明する と純

金が得難 い の で 、金 の 代わ りに水の 重 さを単位

と して 諸物 の 比 重を示 す考が 起 っ た 。 そ れが 表

10 で あ る。水 1 斤 を基準 と して 示 した 同体 積

の 物質の 重 さで あ る 。
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表 9

物 質 重 さ 物 質 重 さ

金 100斤 鉄 42 斤

水 銀 71．5 〃 尋 常錫 39 〃

鉛 60．5 〃 純 錫 382 ／ 4 〃

銀 54．5 〃 磁 石 26〃

黄 銅 45 〃 大理 石 21〃

錫 14 〃 葡 萄 酒 51 ／4 〃

水 昌 12．5 〃 蝋 5 〃

水 ll ／3 〃 油 43 ／4 〃

表 10

物 質 重 さ 物 質 重 さ

黄 　 金 19斤 黄　銅 8斤

水 　 銀 14 〃 錫 7 〃

鉛 11 〃 純 　 錫 63 ／4 〃

硫　 黄 10 〃 鉄 61 ／2〃

銅 8 〃 水 1 〃

　 これ は前に天理 本 A の 附録 に見 られ る もの で

ある 。 然 し どこか ら こ の 数値 が出て きた の か わ

か らな い 。 表 9 との 特別 な関係 はない 様で ある 。

次 に表 11 として 「諸金 1 寸 （即ち本邦の 8 寸

5 分）立方軽重異差表」 が 出て い る 。こ れ は前

に 出て い た 表 9 に基い て の 1 ドイム 立方 の 諸物

表 ll

質の 重 さを 日本の 量 目に換算 した もの であろ う。

然 しこ の 計算 も どの様 に し て 行 っ た の か不明で

ある 。又 表 8 と似た も の で あるが 微少な差があ

り、両者の 関係がわか らな い 。

　続 い て 表 12 があるが表の 前 に次 の 説明が あ

る 。

　諸金の 軽重を水中にて測 る時 は其量 を減ずる

な り。假令は気内に て諸金 各 々
一

貫目と定めた

る者 （是 れ平常 の 分量 ）左 の 量 とな る こ と を知

る べ し。

　勿論ア ルキ メ デス の 浮力によ っ て の 実測で あ

る。尚減量 、比重 は参考の 為に筆者が 計算 した

もの で ある。こ の 表は 勿論 シ ョ メ
ー

ルが ヨ ー
ロ

ッ パ の 理科 書か ら引用 した も の で あ ろ うが 、金 、

水銀 を除い て は近代測定値 と非 常に近 い 。

　こ の 巻 を訳 したの は大槻茂槙玄 沢で あ るが 、

彼は こ の 表 に続 い て 次 の 面 白い 文を書い て い る。

　凡 そ 同量 の 諸金 を水中に て 測る 時は毎金具 量

を減ずる な り。是 に因て 金 と銅の 異類の 重さを

知 らん に
一

貫 目の 毎金水中に て 九百 四 十四銭 と

八 百 八十銭 の 量 あ る 時 は其残余の 数五 十六銭 と

百 二 十銭な り。是金銅 の差 に して 是 數を約す る

時は 7 と 15 との 如 し 。 茂槙案に金銅異類 の 重

さは 7 と 15 に して 8 の 差な り。又実数 1貫 目

を 56 と 120を以て 除す る時 は、金 、銅の 差 17．　857

と 8．33余 （不尽 を云 ） となる な り。

　茂槙按に 前に挙 る者 は残余の 数を以 て測 る量

物　質 1 ドイ ム 立 方の 重 物　質 1 ドイム 立 方 の 重

金 100 銭 5 分 61厘 9 毛 磁 　 石 24銭 8 分 0 厘 4 毛

水　銀 71 〃 8 〃 8 〃 6 〃 大理 石 21 〃 2 〃 4 〃 8 〃

鉛 60 〃 5 〃 2 〃 6 〃 石 14 〃 2 〃 2 〃 6 〃

銀 54 〃 8 〃 0 〃 1 〃 水　晶 12 〃 6 〃 2 〃 3 〃

銅 47 〃 7 〃 6 〃 2 〃 水 5 〃 3 〃 2 〃 9 〃

黄 　 銅 44 〃 8 〃 0 〃 6 〃 葡 萄 酒 5 〃 2 〃 1 〃 0 〃

鉄 42 〃4 〃3 〃3 〃 蝋 5 〃 2 〃0 〃5 〃

尋常錫 39 〃 2 〃 3 〃 9 〃 油 4 〃 8 〃 3 〃 1 〃

純　錫 38 〃 0 〃 　i 〃 0 〃
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表 12

物　質 水中量 減　量
比 　重

（計　算〉

純 　金 94↓銭 56銭 17．85

水 　銀 932 〃 68〃 14．70

鉛 911〃 呂9 〃 11．24

純　銀 906〃 94 〃 10．64

ウ イ ス ミ 905〃 95 〃 10．53

亜 鉛 890 〃 110 〃 9．09

銅 880 〃 120 〃 8．33

鉄 873 〃 i27 〃 了．87

純　錫 866 〃 134 〃 7．46

安質没尼 728 〃 272 〃 3．68

石 英 622 〃 378 〃 2．65

尋 常 硫 黄 570 〃 430 〃 2．33

號 　 珀 96 〃 904 〃 1．ll

な り。後 に挙 る 者は本分の 量を 以 て測る量 な り。

凡そ 諸量 の 軽重は寒暖 にて 空 気の 軽重あれば其

実数 を知 りが た し。又水中に て は空気 の 障碍な

きが 故に 本分 の 量 を減ずれ ど も亦 い まだ其実数

と い ふ べ か らず 。但 し其軽重を比 例す る に 金銅

の 異差 8，9 の 問 に あるな り。假令ば黄金 の 質

は密なるが故に空気 を含む事 少 し。故 に水中に

も其 量を減ずる こ と少 し。銅 の 質は踈な る が故

に空気 を含む こ と多 し。故 に水中 に て も其量 を

減ず る こ と多し。

　 こ の説 明 か ら判断す る と、こ こ の 翻訳者大槻

茂槙は アル キ メデス の 原理 をはっ き りと理 解 し

て い なか っ たと考え られ る 。尚比 重 とア ル キ メ

デス の 原理 の受容 に つ い て は、項 を改めて説明

す る事にす る。

註

（1） 「江戸時代 の 日本にお ける 密度概念 に 関す

　 る研究」、中村邦光 （私家版）、昭和 62 年 9

　 月 。

Introductjol］ ofWestern 　Weights　and 　Measures

　　　　　　 into　Japan　（III）

Manpei　HASHIMOTO

　 1t　was 　absolutely 　necessary 　for　those
Japanese　of 　the　late　Tokugawa　era 　 who 　aimed

at 　reCeiving 　WeStern　CUItUre ，　tO　reCOgniZe

thc　interrelation　of　theWesternweights 　and

measures 　to　those　ofJapan ．　 The　necessitywas
urgent 　among 　the　medicaI ，　 scientific 　and

artillery 　persons ，　 Hence，　　in　the　boeks
written 　by　these　persons 　are 　found　numerous

pages　devoted　to　the　descriptions　ofWestern
weights 　and 　measures ，　In　 thispaper　are 　given
the　citations 　from　the　following　books　of

such　nature 　and　my 　annotations 　to　them．

　 Kyuri　 Tsu ［窮理通］ by　HOASHI　 Banri ［帆足

　 万 里］

　 Rfgaku　 TeiJ・o 匚理 学 提 要 l　 by　 Hirose

　 Genkyo ［広瀬元 恭］

　 Seiyo　Doryoko匚西洋度量 衡］ by　Kosai　Aoyama
　 ［青山幸哉］

　EnsaiHyoryo 　Shakudo　Ko［遠西秤量 尺度考］by
　 Seikyo　 Sugita［杉田成卿］

　Kinryo　Fu 　Shakuryo　Tekiyo［斤量附尺 量摘 要］

　 by　 Shuheki　 Ono ［小野秋碧］

　 By　　inspection　　of　　these　　literatures，
however，　itbecomes 　fairlycertajn　that　their
knowledge　about 　 the　Western　weights 　and

measures 　was 　not 　necessarHy 　exact ．　Two
grounds 　for　such 　a　situationmightbe 　pointed
out ：　（1）　that　thesepersons　had　no　sufficient

understanding 　of　weights 　and 　measures 　per　se

and 　　（2）　　that　　no 　　real 　　object 　　which

materializes 　　the　　Western　　weights 　　and

measures 　had　ever 　been　imported　into　Japan．

　 Individually，　 this　 paper 　 discusses   the
reception 　 of 山e　 metre ，   the　 length　 of

Kanejaku ［曲 尺 ］，   grain ，　 the　 standard 　 of

mass ，  the　 density　 as　 weU 　 as   Kosei
Shifiρen ［厚 生新編］ and 　 the　 density．
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